
（１）市民参加の実施内容

結果　（途中・終了）
平成31年4月1日時点

担当課（　　　学校教育課　　　　）

２　市民参加の手続　実施結果について

通　称 学校給食費を私会計から公会計へ移行させるもの（平成32年4月から）

市が考える
市民等への影響

〈メリット〉保護者の利便性を図ることや、学校現場の負担軽減、給食費負担の公平性の確保

〈デメリット〉特に無し。
名　称 学校給食公会計化事業

⑥対象者・人数等

概　要
学校給食の会計は、学校ごとに管理する「私会計」で行われ、私会計では、各学校で教職員を中心に、給食費の徴収や管理、給食費食材の購入などを行ってきた。
このことについて、保護者の利便性を図ることや、学校現場の負担軽減、給食費負担の公平性を目指し、平成32年度から公会計制度を導入するもの。
ついては、規則をはじめとする制度設計を組むに当たり、保護者をはじめとする市民等から意見を聴取するもの。

市民参加の実施
結果を踏まえた
担当課の意見

教育委員会議では、多面的な意見を伺うことができた。
また、意見交換会では、住民や保護者目線からの意見を直接伺うことができ、制度設計に当たり参考となった。

市民参加の方法を選択
した理由・実施時期（流
れ）を選択した理由

（教育委員会議）規則制定も伴うことにより、事前に教育委員会議で意見をいただくため。

（意見交換会）市民の方から直接、具体的な意見をいただくため。

⑪その他特記事項

―
平成31年1月16日
市役所庁議室

市民参加の手法 ①開催告知日 ③募集期間 ④受付方法 ⑤開催日・場所等

教育長
教育長職務代理者
委員：3名

<ＨＰ>
平成31年3月

意見を反映した
（案を修正した）

⑦委員構成 ⑧結果の公表 ⑨意見の反映 ⑩工夫したこと

意見交換会

＜HP＞
平成31年1月11日～

＜広報紙＞
平成31年1月11日号

―
当日自由参加
（先着40名）

平成31年2月2日
市役所庁議室

教育委員
5名

市民等
参加者　2名

教育委員会議 ― ―

―
＜HP＞
平成31年2月28日～

意見を反映した
（案を修正した）

○
案を修正しな
かった

その他

○
案を修正しな
かった

その他

市民の方々が参加しやすいよう土
曜日に開催した

意見を反映した
（案を修正した）

案を修正しな
かった

その他

市民参加実施結果シート



（２）実施された市民参加の流れ ＊継続的なもの

◆

１月１６日　教育委員会議

◆

2月2日　意見交換会

平成３０年度
市民参加の手法

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月


